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食品衛生レビュー№38●アオブダイでパリトキシン様食中毒、1人死亡
　アオブダイによるパリトキシン様食中毒は、全国で年間0～3件発生しています。今年3月には長崎県五島で発生し1人が死亡しました。そこで、長崎県での食中毒の概要、昨年東京都内でも発生していますので、東京都の調査結果、対策などを述べます。
長崎県五島の食中毒事例

2012年3月、長崎県五島の家庭において、漁師が漁により獲ってきたアオブダイを自宅で煮付けや刺身にして3人で食べたところ、3時間半後から3人とも手足の痛み、腰痛などを呈し、漁獲した本人が死亡しました。近所3家庭（各１人世帯）でも、おすそ分けされたアイブダイの切身を食べていましたが、同様の発症はありませんでした。長崎県は症状からパリトィシンによる食中毒と見ています。
なお、2007年にも長崎県五島の家庭において、アオブダイを唐揚げ、煮付けにして食べた夫婦2人が筋肉痛、下肢不全などの症状を呈しました。夫は腸管壊死による緊急手術、腎不全の発現で透析処置が行われ、集中治療室で治療を受けていましたが4ヶ月後に誤嚥性肺炎で死亡しました。この事例では、臨床症状や血清生化学的所見などがパリトキシン中毒と一致しました。食中毒による死亡とはされていません。
昨年東京での食中毒事例
2011年10月、東京都港区内の飲食店の店員など4人が賄いとして、アオブダイの頭部、内臓などをカレーに調理して摂食したところ、食後4時間後から9時間にかけて筋肉痛、腹痛などの症状を呈し、4人全員入院しました。病因物質は症状からパリトキシン様物質と考えられました。なお、飲食店ではお客に切身を調理して提供していましたが、食中毒は発生していません。
流通経路を調査したところ、市場を通さずに直接、宮崎市内の漁協から宮崎市の販売店を経へて飲食店に納入されていました。飲食店はアオブダイを2匹仕入れていましたが、伝票には「ブタイ」と書かれていたため、アオブタイを仕入れていることに認識はありませんでした。また、アオブタイの毒性についても、販売店から説明が無く認識していなかったと供述しています。
　販売店では、一般消費者へも、インターネットで販売しており、今後同様の業態において、アオブタイなどの有毒魚が都内の一般消費者に胃直接販売される可能性も考えられます。（東京都食品安全情報評価委員会：平成24年1月18日　平成23年度第2回情報選定委員会資料を参考）
大阪市の食中毒事例と厚生省の指導通知

　1997年、大阪市の家庭において鮮魚店で購入した魚を鍋調理にして、法事のあとで食べたところ、13人中11人が手足の痺れ、筋肉痛、呼吸困難を呈しました。購入した魚はアオブダイでした。患者の症状及びマウスを使った検査から病因物質はパリトキシンあるいはその類似物と考えられました。

この事例を受けて厚生省から「アオブダイの取扱いについて」（平成9年10月7日衛乳第281号）が通知されました。内容は、「関係営業者にアオブダイの販売の自粛を指導するとともに、消費者に対しても、アオブダイの消費を控えるよう周知方よろしくお願いいたします。」で、販売禁止にはなっていません。
厚生労働省の「自然毒のリスクプロファイル：魚類：パリトキシン様毒」によりますと、アオブダイ、ハコフグ等を原因食とするパリトキシン様毒による食中毒は、1953年～2009 年にかけて長崎県、高知県、宮崎県等で、少なくとも36件発生し、患者総数は116人で、そのうち6人が死亡しています。食中毒対策として「有毒魚の摂食を避ける以外、明確な対策は無い」と記述されています。
九州、沖縄の一部ではアオブダイを食べる習慣があります。アオブダイがイソギンチャクの仲間のスナギンチャクを食べることにより一部が毒化し、それを人間が食べて食中毒が発生しています。現在、アオブダイの販売は禁止されていませんので、仕入れの際は十分な注意が必要と考えられます。（笈川和男）
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アオブダイ：厚生労働省「自然毒のリスクプロファイル：魚類：パリトキシン様毒」から
